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ー
ム
シ
歯
の
予
防
－
ー

歯
を
大
切
に
し
よ
う
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歯
科
医
藤
田

　
歯
は
一
度
完
成
す
る
と
完
成
後
こ
”

れ
を
栄
養
学
的
に
強
健
に
す
る
こ
と

は
、
殆
ど
不
司
能
で
あ
る
。
既
に
完

成
後
に
は
そ
の
予
防
対
策
も
、
口
腔

溜
掃
に
よ
る
外
は
な
い
と
云
う
こ
と

に
な
る
。
反
歯
、
殊
に
乳
歯
の
形
成

は
胎
生
四
十
日
頃
よ
り
既
に
始
ま
り

永
久
歯
も
こ
の
時
期
に
於
て
は
、
人

為
的
に
歯
を
強
健
に
す
る
に
は
一
番

大
切
な
時
期
と
云
え
る
。
そ
れ
で
は

如
何
な
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
か
と

云
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
A
〕
胎
牛
期
の
注
意

　
歯
の
形
成
に
必
製
な
栄
養
物
か
、
母

体
に
与
え
、
母
体
よ
り
皿
液
を
通
じ

て
胎
児
に
供
給
す
る
。

〔
B
〕
初
生
児
期
の
注
意

　
生
後
一
、
二
年
間
は
乳
歯
の
形
成

は
急
速
に
進
行
し
、
漸
次
歯
が
出
始

め
、
永
久
歯
の
形
作
り
も
漸
く
活
発

と
な
り
ま
す
の
で
次
の
事
項
に
注
意

す
る
こ
と
。

①
母
乳
栄
養
の
励
行
（
現
在
は
人
工

栄
養
の
場
合
で
も
適
当
な
栄
養
剤
を

混
合
す
る
こ
と
が
出
来
る
）
。

②
母
体
に
十
分
栄
養
を
与
え
る
こ
と

殊
に
十
分
な
る
石
灰
塩
を
と
う
す
こ

と
。

　
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
は
保
健
婦

さ
ん
に
良
く
相
談
す
る
こ
ど
が
望
ま

し
い
。

博

〔
C
〕
乳
歯
期
の
注
意

　
生
後
三
～
七
年
に
、
至
る
間
は
乳
歯

は
既
に
口
の
中
に
出
揃
い
噛
む
こ
と

を
行
い
、
永
久
歯
の
形
成
は
最
も
盛

ん
に
行
わ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
従
つ

て
次
の
事
に
注
意
す
る
。

①
小
児
に
栄
養
価
高
く
、
ビ
タ
ミ
ン

に
富
む
食
物
を
と
ら
せ
る
。

②
小
児
に
よ
く
噛
む
と
云
う
こ
と
を

教
え
て
、
顎
骨
の
罷
育
を
計
る
。

〔
D
〕
歯
が
形
成
し
た
後
の
注
意

　
以
上
ム
シ
歯
予
防
の
対
策
法
と
し

て
は
、
先
天
的
に
強
健
な
歯
の
形

成
に
努
め
　
後
天
的
に
は
積
極
的
に

口
腔
清
掃
法
に
よ
り
口
腔
清
掃
に

努
め
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。

　
◇
口
腔
清
掃
に
つ
い
て
◇

　
口
腔
清
掃
と
は
、
口
の
中
及
び

歯
を
常
に
清
掃
す
る
こ
と
で
、
自
然

反
は
八
導
的
に
用
具
を
用
い
て
歯
及

び
口
の
中
に
汚
物
の
沈
着
が
な
い
よ

菱
努
め
る
こ
菱
う
．

　
　
こ
の
目
的
は
、
歯
及
び
そ
の
周
囲

一
の
墾
強
覆
2
共
霧

を
予
防
し
、
尚
心
身
に
快
味
を
与
え

舞蠣に

努
め
ム
シ
歯
の
発

ひ
い
て
は
身
体
の
健
康
の
維
待
増
進

を
計
る
所
に
あ
る
。

（
口
腔
清
掃
の
方
法
）

　
自
然
的
清
掃
と
、
人
工
的
糖
、
浦
に

区
別
し
て
い
ま
す
．

◇
目
然
的
清
掃
と
は
◇

　
ッ
バ
キ
の
分
泌
、
顎
の
運
動
、
歯

そ
れ
自
体
の
形
、
食
物
等
に
よ
っ
て

自
ら
清
掃
作
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

①
ツ
バ
キ
の
分
泌

　
物
を
食
べ
る
時
に
は
、
多
量
の
ッ

バ
キ
が
出
て
来
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
歯
の
附
着
物
及
ぴ
口
の
中
の

バ
イ
菌
を
排
除
す
る
役
と
し
て
、
自

然
に
防
止
し
て
い
る
。

②
歯
そ
れ
自
体
の
形
が
自
然
に
清

掃
し
て
い
る
。
正
常
な
歯
は
、
歯

の
表
面
が
滑
か
に
な
っ
て
い
る
の
で

汚
物
が
附
き
に
く
い
性
質
を
も
っ
て

い
る
。

③
下
顎
に
よ
る
自
然
的
清
掃

　
下
顎
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、
口

の
中
の
不
潔
物
の
除
去
に
役
立
つ
。

特
に
舌
は
そ
の
活
発
な
運
動
に
よ
っ

て
歯
の
間
に
あ
る
不
潔
物
を
除
い
て

い
る
。

④
食
物
に
よ
る
自
然
清
掃

　
食
物
の
中
で
肉
、
セ
ン
イ
性
食
物

及
び
果
物
等
は
、
口
の
中
に
残
る
と

い
う
こ
と
が
少
な
く
、
し
か
も
噛
む

の
に
力
が
要
る
の
で
、
自
然
的
に
そ

れ
等
食
物
に
よ
っ
て
歯
の
爵
面
を
研

く
こ
と
と
な
り
、
歯
の
面
の
付
着
物

及
び
、
バ
イ
菌
を
排
除
す
る
効
果
が

　
穴
に
な
る
。
女
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
そ

　
の
他
の
飲
料
水
は
丁
度
洗
源
剤
の
役

目
を
す
る
。

種
の
予
防
性
を
有
す
る
と
共
に
、
他

面
食
物
の
カ
ス
と
な
り
、
病
を
誘
発

す
る
発
病
性
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
一
面
食

物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
ぶ
口
の
中

の
不
潔
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
反

面
も
あ
る
。
即
ち
発
病
に
対
し
、
一

◇
人
工
的
清
掃
と
は
◇

　
口
の
中
を
清
掃
す
る
に
当
り
各
人

自
ら
が
、
自
己
の
口
を
あ
る
種
の
用

具
等
を
使
用
し
て
清
掃
す
る
こ
と
を

一
ム
う
。

　
歯
刷
子
の
使
用
に
つ
い
て
は
そ
の

使
用
法
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
は
可
成
の
疑

問
が
あ
り
ま
す
。

　
歯
の
研
磨
、
清
掃
す
る
順
序
と
し

て
は
、
一
般
に
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
、
上
下
の
歯
及
び
歯
グ
キ
の
外
面

2
、
下
顎
の
歯
及
び
歯
グ
キ
の
内
面

3
、
上
顎
の
歯
及
ぴ
歯
グ
キ
の
内
面

4
、
上
下
顎
の
歯
が
噛
み
合
わ
さ
る

部
分
（
臼
状
の
部
分
）

　
ム
シ
歯
の
発
牛
部
位
は
、
主
と
し

て
前
歯
で
は
、
隣
の
歯
と
の
間
。
奥

歯
で
は
噛
み
合
わ
さ
る
面
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
清
掃
蒔
は
十
分
に
丁

寧
に
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
．
現
在

鶉
ダ
磨
く
だ
け
要
く
、
食
物
を

一
食
べ
た
後
に
は
必
す
含
漱
す
る
か
、

　
一
歯
を
磨
く
こ
と
が
好
ま
し
い
と
さ
れ

一．
て
い
ま
す
。

◇
歯
の
病
気
が
原
因
で
起
り
や
す
い

　
主
な
全
身
的
疾
患
◇

1
、
原
因
不
明
な
微
熱
が
続
く

2
、
貧
血

，
3
、
血
管
硬
化
症

4
、
甲
状
腺
炎

5
、
膀
胱
炎
、
腎
炎

6
、
胃
潰
瘍
、
通
籍
腸
炎
、
＋
三

　
　
指
腸
潰
瘍

7
、
耳
鳴
、
慢
性
頭
痛
、
神
経
炎

8
、
視
神
経
炎

9
、
関
節
炎
、
ロ
イ
マ
チ
ス

ω
、
筋
炎
、
肩
凝

　
　
　
お
　
ら
　
．
、

　
　
力

学
校
林
間
植
“

　
去
る
五
月
二
十
五
日
田
沢
中
学
、

学
校
林
、
及
び
「
青
年
の
山
」
　
（
薦

羽
地
域
）
の
車
入
れ
を
行
っ
た
。
こ

の
日
は
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
若
た
し

　
　
越
冬
バ
エ
駆
除

①
去
る
三
月
二
十
日
か
ら
四
月
二
十

日
間
に
お
い
て
嬰
施
し
た
越
冬
蝿
退

治
は
三
十
六
ヵ
部
落
が
参
加
、
八
、

　
一
一
六
匹
捕
殺
致
し
ま
し
た
。
一
匹

一
の
馨
バ
壼
壽
高
卵
葎

　
　
　
森

難
馨
繹
匙
離
』
鑓
鰻

は学校林写真

村
の
将
来
を
背
負
う
土
台
の
如
く
発

刺
た
る
も
の
が
印
象
を
深
め
た
。
も

し
も
こ
の
事
業
に
対
し
近
視
眼
的
言

辞
を
弄
す
る
も
の
あ
り
と
せ
ば
、
そ

む
と
し
て
計
算
す
る
と
十
五
億
五
千

万
匹
と
な
る
訳
で
こ
れ
に
八
、
一
一

六
匹
を
掛
け
ま
す
と
天
交
的
数
字
と

な
り
、
悠
に
二
回
の
一
斉
消
毒
を
し

た
程
の
効
果
を
上
げ
た
訳
で
あ
り
ま

す
。
来
る
べ
き
と
き
は
、
全
部
落
参
加

反
全
戸
が
参
加
す
る
よ
う
に
し
更
に

そ
の
成
果
を
期
す
よ
う
望
み
た
い
。

新
購
入
図
書
案
内

　
キ
リ
ス
ト
教
入
門
（
矢
内
原
忠

雄
）
東
条
英
樹
シ
、
太
平
洋
戦
争
（
佐

藤
賢
了
）
風
流
さ
ん
ど
笠
（
村
上
元

三
）
青
春
の
愛
に
つ
い
て
（
亀
井
勝

一
郎
）
巣
立
ち
の
歌
（
永
井
竜
男
）

鞍
馬
天
狗
⑨
⑩
（
大
仏
次
郎
）
日
本

残
酷
物
語
⑦
⑧
（
平
凡
社
）
リ
ン
カ

ー
ン
が
撃
た
れ
た
日
（
ジ
ム
・
ビ
シ

ョ
ッ
プ
）
ナ
ボ
レ
オ
ン
仏
（
エ
、
、
、
ー

ル
・
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
）
追
跡
者
（
T
．

フ
リ
ー
ド
・
マ
ン
）
私
だ
け
が
知
っ

て
い
る
（
徳
川
夢
声
）
魔
の
海
探
検

記
（
河
合
三
郎
）
禅
の
話
（
臼
田
劫

石
）
破
戒
裁
判
へ
高
木
彬
光
）
花
散

里
（
円
地
反
子
）
虹
の
工
場
（
獅
子

交
六
）
頭
の
中
の
歪
み
（
石
川
達

三
）
新
潟
の
歴
史
（
渡
辺
慶
一
）
男

狩
り
（
曽
野
綾
子
）
詩
を
書
く
少
年

　
（
三
島
由
紀
夫
）
歪
ん
だ
複
写
（
松

本
清
張
）
私
は
二
才
（
松
田
道
雄
）

昨
日
の
恥
今
日
の
恥
（
坪
田
譲
治
）

日
菰
人
の
た
べ
も
の
（
小
幡
彌
太

郎
）
午
ど
も
と
と
も
に
（
読
売
新
聞

社
）
長
生
き
の
コ
ツ
（
吉
田
正
慰
）

電
化
生
活
の
す
べ
て
（
読
売
新
聞

社
）
啄
壽
纂
嵩
（
　
萩
社
）
デ

　
ン
マ
ー
ク
式
養
豚
（
秣
兼
六
）
早
植

　
早
期
の
増
収
栽
培
（
濃
辺
正
）
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就
任
御

教
育
長

　
教
育
長
就
任
以
来
我
が
中
里
村
教

育
行
政
に
幾
多
の
業
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
阿
部
教
育
長
さ
ん
が
こ
の
た
が

御
家
庭
の
御
都
合
で
辞
任
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
廼
不
肖
私
が

そ
の
あ
と
を
引
継
が
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
特
に
交
教
方

面
に
経
験
乏
し
く
、
今
更
責
任
の
重

大
さ
は
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
が

幸
い
村
民
各
位
始
め
村
内
関
係
各
団

体
並
び
に
村
内
各
学
校
当
局
よ
り
の

御
指
導
と
御
鞭
捲
を
仰
ぎ
一
意
専
心

そ
の
職
務
に
遇
進
い
た
す
所
存
歪
あ

り
ま
す
れ
ば
格
別
の
御
高
配
を
賜
り

村挨
拶山

軍
英

た
ぐ
御
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
さ
て
我
が
中
里
村
は
従
来
教
育
村

と
し
て
自
他
共
に
知
ら
れ
そ
の
施
策

は
い
つ
も
教
育
優
先
主
義
が
採
ら
れ

て
参
っ
た
事
は
村
民
各
位
の
御
承
知

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
最
近
に
於
け

る
建
設
面
に
於
て
は
、
い
わ
ゆ
る
合

併
五
ヵ
年
計
画
に
依
る
高
道
山
校
の

増
改
築
工
事
、
並
び
に
貝
野
小
学
校

及
び
倉
俣
中
学
校
の
屋
体
の
建
設
更

に
昨
年
度
、
田
沢
中
学
、
高
道
山
並

ぴ
に
小
出
の
各
分
校
の
本
校
へ
の
統

合
に
依
る
寄
宿
舎
の
建
設
と
苦
し
い

村
財
政
の
内
に
あ
っ
て
よ
く
之
を
な

し
遂
げ
得
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は

村
当
局
、
村
議
会
を
始
め
村
民
各
位

に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
尚
、
建
設
面
に
於
け
る
今
年

度
よ
り
の
計
圃
と
し
て
は
中
里
村
中

学
の
中
心
校
と
し
て
の
田
沢
中
学
校

諏
欝
墾
翻
墾
勧

設
が
決
定
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
面
に
於
て
は
昭
和
三

十
七
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
中
学
校

職
業
、
家
庭
科
関
係
の
実
施
に
伴
う

設
備
費
並
び
に
施
設
費
等
に
要
す
る
、

忙
大
な
る
予
算
が
必
要
と
さ
れ
る
段

階
に
あ
り
ま
す
。

　
他
面
公
民
舘
活
動
並
ぴ
に
社
会
教

育
関
係
の
面
に
於
て
も
強
力
に
推
進

す
る
を
要
し
、
職
員
の
増
員
、
オ
ー

ト
バ
イ
の
購
入
が
必
要
急
務
か
と
存

じ
ま
す
．

　
ま
た
施
設
の
面
に
於
て
は
独
立
中

央
公
民
舘
の
建
設
は
こ
れ
ま
た
把
大

な
予
算
を
必
要
と
す
る
も
近
き
将
来

に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
以
上
今
後
教
育
委
員
会
に
課
せ
ら

れ
た
交
教
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は

理
解
あ
る
村
当
局
及
び
村
議
会
の
特

段
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
す

る
と
同
時
に
広
く
村
民
各
位
の
御
協

羅
略
よ
り
御
願
す
る
次
第
歪
あ

中
里
村
が
36
・
3
7
年
度
県

社
会
体
育
指
定
市
町
村
に

県
教
育
委
員
会
で
は
三
十
二
年
か

ら

社
会
体
育
指
定
市
町
村
を
設
置
し

て
地
域
の
社
会
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
く

た
め
に
そ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た

活
動
の
あ
り
方
を
研
究
し
、
成
果
を

県
内
の
社
会
体
育
全
般
の
向
上
に
役

立
せ
よ
う
と
二
ヵ
年
づ
つ
研
究
指
定

を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
三
十
六
、
三
十
七
年
度
の
社

会
体
育
指
定
市
町
村
と
し
て
中
里
村

は
じ
め
県
下
士
五
市
町
村
に
委
嘱
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
中
里
村
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
研

究
委
嘱
を
う
け
、
主
と
し
て
職
場
体

育
と
農
村
地
域
に
於
け
る
社
会
体
育

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
あ
り
方

を
研
究
す
べ
く
目
下
貝
体
的
に
研
究

題
目
や
今
年
度
の
重
点
目
標
及
び
活

動
組
織
な
ど
に
つ
い
て
計
画
を
す
＼

め
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
体
育
の
意
義
は
八
女
が
自
分

社
会
生
活
の
中
餐
み
ん
な
と
協
力
し

合
え
る
八
間
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で

余
暇
を
利
用
し
一
定
の
ル
ー
ル
に
し
『

た
が
っ
て
ゲ
毒
た
の
し
塾

ー
ッ
麺
、
揉
運
動
を
通
じ
て
一

籍
轟
犠
装

ン
活
動
ば
社
会
体
育
の
一
つ
の
方
法
一

芋
が
・
曇
蔑
嚢
ど
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
比
較
的
住
民
に
｝

の
ぞ
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
「
踊
る
一

社
会
体
育
」
だ
け
が
販
り
あ
げ
ら
れ
．

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
ヒ
ャ

灘
欝
鐸
黙
　
　
　
田
休
み
は
七
月
ロ
日

中
里
村
の
田
休
み
は
七
月
一
日
で
す
。
皆
様
方
の
楽
し
い
一
日
で
あ

る
よ
う
に
・
本
舘
で
は
日
ど
り
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る
が
皆
様

方
の
労
苦
に
対
し
感
謝
し
、
労
を
ね
浄
ら
う
為
、
巡
回
映
画
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
巡
回
の
節
は
塚
中
こ
ぞ
っ
て
お
出
下
さ
る
よ
う
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
る
と
こ
ろ
な
く
社
会
体
育
の
目
的

を
よ
ぐ
理
解
し
て
い
た
〉
き
、
だ
れ

で
も
が
ど
こ
で
も
気
軽
に
た
の
し
め

る
社
会
体
育
活
動
に
し
て
い
き
た
い

と
お
も
『
て
お
り
ま
す
の
で
村
民
各

位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
広
係
）

青
少
年
問
題
協
議
会
発
足

　
　
－
全
機
構
を
動
員
対
策
に
乗
出
す
ー

　
去
る
五
月
九
日
午
後
一
時
■
よ
り
、

中
里
村
公
民
鋸
に
於
て
「
青
少
嘩
聞

題
協
議
会
」
設
立
総
会
が
開
か
れ
、

会
則
の
漢
議
は
じ
め
、
理
事
、
幹
事

を
出
し
、
今
後
の
青
少
年
対
賢
に
活

黙
難

　
　
　
㎜

気
的
体
制
を
か
た
め
た
。

▽
会
長
“
高
橋
幸
作

　
▽
副
会
長
H
大
島
孝
平
、
高
橋
源

平
、
斎
藤
穴
馨

　
▽
理
事
（
会
長
、
副
会
畏
の
外
）

“
斎
喜
政
治
、
藤

田
五
郎
、
藤
田
宇

一
、
秀
原
秀
雄
、

佐
藤
伍
郎
、
上
村

賢
造
、
大
月
拡
、
藤

田
博
、
高
僑
敏
子

▽
幹
事
“
井
ノ
川

博
、
樋
口
和
一
、

村
山
武

【
写
真
は
協
議
会

総
会
風
景
】

　
　
　
　
　
　
　
一

「
俳
句
な
か
さ
と
」

　
　
第
二
号
発
行
に
つ
い
て

　
皆
様
方
の
農
民
交
芸
と
し
て
、
広

く
全
困
的
に
愛
好
さ
れ
て
い
る
俳
旬

が
当
中
里
村
に
於
て
も
、
す
っ
と
以

前
か
ら
、
優
秀
な
先
輩
に
よ
り
育
て

ら
れ
、
今
日
も
、
い
よ
く
盛
ん
で

あ
る
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
あ
り

ま
す
。

　
先
般
「
俳
句
な
か
さ
と
」
創
刊
号

を
各
戸
に
配
布
い
た
し
ま
し
て
、
同

好
者
の
投
句
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
応
募
者
が

き
わ
め
て
少
な
く
、
淋
し
く
思
，
て

お
り
ま
す
。

　
来
る
六
月
二
十
日
第
二
号
投
句
締

切
り
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
是
非
御

寄
句
項
き
度
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

「
な
か
さ
と
」

　
　
　
原
稿
募
集

公
民
舘
報
「
な
か
さ
と
」
を
頁

に
村
民
の
も
の
と
ず
る
為
「
村
民

の
声
」
欄
を
新
設
致
し
ま
し
た
。

　
広
く
皆
様
方
の
御
投
稿
を
お
待
．

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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第
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V

　
来
る
六
月
二
十
日
か
ら
三
日
間
、

清
浮
峡
湯
本
温
泉
6
第
十
回
中
越
地

区
公
民
舘
連
絡
協
議
台
及
び
帥
元
中

軍
村
の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
こ
の
ほ
ど
そ
の
要
領
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
中
越
地
区
の
各
市

町
村
公
民
舘
関
係
者
が
地
域
の
公
民

舘
活
動
の
進
展
を
は
か
る
為
に
研
究

し
あ
う
場
と
し
て
各
郡
市
が
会
場
も

ち
ま
わ
り
で
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
は

中
魚
、
十
日
町
市
の
当
番
と
し
て
清

津
峡
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
が
、
地
元
中
里
村
教
育
委
員

会
で
は
こ
れ
を
機
会
に
本
村
の
公
民

舘
活
動
の
推
進
に
資
す
る
為
、
村
内

関
係
者
多
数
の
参
加
と
そ
の
成
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
講
習
会
開
催
要
項
の
あ
ら
ま

し
一
、
趣
旨

　
「
技
術
革
新
」
「
マ
ス
コ
ミ
の
猛

威
」
「
人
口
の
移
動
」
「
変
ぽ
う
す

る
農
村
」
等
汝
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し

い
流
れ
に
対
し
、
公
民
舘
の
は
た
す

べ
き
役
割
は
何
か
、
日
頃
の
研
究
、

婁
践
の
中
か
ら
、
今
後
の
歩
む
べ
き

道
を
さ
が
し
求
め
る
。

一
一
、
研
究
課
題

　
　
「
変
り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
対

し
て
公
民
鋸
の
果
す
役
割
は
な
に

か
」

麟
籠
微
駆
舩
講
習
会
開
催

　
　
　
六
月
二
十
～
二
二
B
於
清
津
峡
温
泉

三
、
・
王
催

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
新
潟
県
公

民
舘
連
絡
協
議
会
、
中
里
村

四
、
主
催

　
中
熱
沼
、
十
日
町
市
社
会
教
育
振

興
会
、
中
卑
村
教
育
委
員
会

五
、
後
援

中
魚
沼
郡
町
村
会

山
ハ
、
期
日

　
山
ハ
月
一
一
十
・
日
～
一
一
十
－
二
日

七
、
会
場

　
国
立
公
園
清
渾
峡
温
泉

八
、
講
演
及
び
講
師
、
助
言
者

　
「
変
り
つ
＼
あ
る
農
村
と
社
会
教

育
の
あ
り
方
」
農
蘇
省
農
諜
総
合
研

究
所
、
並
木
正
吉
氏
他

九
、
参
加
者

　
市
町
村
公
民
舘
役
職
員

　
市
町
村
社
会
教
育
委
員

　
市
町
村
教
育
委
員

　
市
町
村
教
育
委
員
会
関
係
職
員

　
市
町
村
青
年
学
級
、
婦
八
学
級
講

　
師
及
び
リ
ー
ダ
ー
等

十
、
分
科
会
の
構
成

①
◎
第
一
分
科
会

　
　
「
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
教
育
の
進

　
め
万
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
」

◎
第
一
一
分
科
会

　
　
「
変
動
す
る
社
会
に
対
応
す
る
成

　
人
男
単
の
学
習
は
ど
う
あ
っ
た
ら

　
よ
い
か
」

◎
第
三
分
科
会

　
「
婦
人
に
社
会
を
み
る
目
を
つ
け

　
る
た
め
に
は
学
習
活
動
は
ど
う
あ

　
っ
た
ら
よ
い
か
」

◎
第
四
分
科
会

　
「
農
村
の
近
代
化
に
公
民
絹
の
果

す
役
割
は
何
か
」

◎
第
五
分
科
会

　
「
マ
ス
・
コ
ミ
に
ど
う
対
処
す
る

か
」

十
一
、
実
践
鼻
．
表
会

　
以
上
、
参
加
申
込
み
締
切
は
六
月

十
日
、
中
里
村
公
民
舗
村
山
武
宛
。

投稿

感
　
想
　
文

成
人
式
参
加
の
服
装

近
頃
の
女
憐
は
、
嫁
入
り
の
衣
裳

を
二
回
つ
け
る
。
一
回
は
実
際
に
、

そ
し
て
そ
の
前
に
成
人
式
参
加
の
為

に
、
そ
れ
に
優
す
る
と
も
劣
ら
な
い

服
装
を
す
る
．

　
美
し
く
着
飾
っ
て
、
い
か
に
も
幸

福
そ
う
な
も
の
に
賞
讃
の
言
翼
や
祝

福
の
そ
れ
を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い

が
、
彼
女
達
を
警
意
の
目
で
の
み
眺

め
続
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
何
故

な
ら
ば
、
そ
れ
の
出
来
る
も
の
は
買

い
に
行
く
楽
し
み
、
．
柄
を
撰
ぶ
楽
し

み
、
仕
立
て
る
楽
し
み
、
そ
れ
を
着

る
楽
し
み
、
着
飾
っ
た
自
分
を
他
人

か
ら
見
ら
れ
る
楽
し
み
、
夏
お
互
い

の
も
の
に
つ
い
て
話
す
楽
し
み
等
に

か
つ
そ
れ
の
出
来
な
い
人
達
に
優
越

す
る
楽
し
み
さ
え
も
亨
受
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
出

来
な
い
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

学
者
の
話
に
依
る
と
、
ヒ
ス
テ
リ
ー

性
格
の
も
の
で
自
分
を
実
際
以
上
に

見
せ
る
為
に
流
行
を
追
え
求
め
る
こ

と
に
特
に
熱
心
な
も
の
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
と

も
か
く
と
し
て
も
美
し
い
も
の
新
し

い
も
の
を
身
に
つ
け
た
い
気
持
を
ち

み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
。
経
済
的
余

祐
あ
る
も
の
も
、
無
い
も
の
も
同
じ

欲
求
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
欲
求
を

満
た
せ
る
、
満
せ
な
い
の
違
い
だ
け

で
あ
る
。

　
親
心
を
以
っ
て
す
る
な
ら
ば
、
み

ん
な
同
じ
気
持
ち
で
式
に
参
加
し
て

く
れ
る
こ
と
を
希
う
で
あ
ろ
う
。

生
活
環
境
の
相
違
は
如
何
と
も
し
難

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
巫
、
そ
れ
の

で
き
る
環
境
に
あ
る
も
の
に
そ
う
す

る
こ
と
を
断
念
さ
ゼ
る
こ
と
は
、
肥

り
盛
り
の
午
供
に
伸
び
る
こ
と
を
思

い
止
ま
ら
せ
る
こ
と
に
似
て
、
む
り

な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
強
い

る
こ
と
は
、
彼
女
達
の
楽
し
み
を
奪

う
結
果
に
さ
え
な
り
、
事
の
解
決
万

法
と
し
て
は
消
極
的
方
法
と
言
え

る
。
経
済
的
余
祐
あ
る
も
の
が
、
無

い
も
の
に
歩
調
を
合
せ
る
こ
と
ぽ
嶋

単
で
あ
り
、
そ
の
運
は
、
伸
た
む
で

か
し
い
。
け
れ
ど
も
経
済
的
ゲ
祐
の

無
い
も
の
が
余
祐
を
得
ベ
イ
す
る
こ

と
、
若
く
は
、
経
済
的
余
祐
を
持
た

な
い
も
の
を
持
つ
べ
く
仕
向
け
る
こ

と
の
方
が
積
極
的
方
法
と
言
え
る
。

　
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
積

極
的
方
法
で
あ
り
、
且
つ
、
正
し
い

方
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
み
ん
な
が
こ

の
こ
と
を
軍
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
成
人
式
を
既
に
済
ま
せ
た
も
の

は
、
今
後
成
人
式
を
迎
え
る
も
の
の

幸
福
を
思
う
な
ら
ば
、
た
と
え
わ
ず

か
で
あ
っ
て
も
、
先
ず
こ
の
こ
と
を

実
行
に
移
す
べ
き
で
あ
り
、
今
後
こ

五7

月1

行1

　ダ事1

　
成
　
　
人
　
　
式

　
去
る
五
月
四
日
田
沢
中
学
校
に
於

い
て
昭
和
三
十
六
年
度
成
人
式
が
行

わ
れ
た
。
該
当
看
は
一
〇
一
名
。
村

長
、
教
育
委
員
長
は
じ
め
来
賓
の
祝

辞
の
あ
と
、
津
南
町
、
善
玖
院
滝
沢

騰
雲
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し

貴
重
な
記
念
講
演
を
聴
き
、
意
義
あ

る
一
日
を
過
し
た
。

　
　
敬
　
　
老
　
　
会

　
　
　
田
沢
ー
貝
野
地
区

　
公
民
舘
屯
催
に
よ
る
貝
野
地
区
五

月
四
日
、
田
沢
地
区
五
月
十
六
日
そ

れ
ぞ
れ
恒
例
の
敬
老
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
た
。
い
づ
れ
も
地
区
婦
八
会
の

熱
意
を
こ
め
た
協
力
に
よ
り
、
集
ま

っ
た
老
八
各
位
に
と
っ
て
心
温
ま
る

雰
囲
気
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
た
。

置
9
　
》
留
＞
『

れ
を
迎
え
も
の
は
、
同
じ
成
人
式
を

迎
え
る
仲
間
に
も
服
装
に
相
達
が
あ

る
と
同
じ
に
別
女
な
生
活
環
境
を
持

ち
な
が
ら
、
一
つ
の
社
会
に
生
き
で
、

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
成
人
式
に
於
て
、
服
装
な
ど
に
全

く
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
人
は
幸
福
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
八
に
と
っ
て
拙

交
は
臼
紙
に
等
し
い
は
す
で
あ
る
。

実
は
、
こ
れ
が
最
も
好
ま
し
い
こ
と

一
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
S
牛
）
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事
終
る

一
「
母
の
日
」
記
念
式
典

一
去
る
五
月
十
四
日
「
母
の
日
」
の

記
念
式
典
は
、
お
母
さ
ん
約
千
人
の

参
集
の
下
、
山
崎
大
映
で
廃
大
に
挙

行
さ
．
れ
た
。

　
　
青
年
会
総
会

　
去
る
．
五
月
十
四
日
、
田
沢
映
劇
に

於
い
て
中
里
一
村
青
年
会
定
期
総
会
が

招
集
さ
れ
た
．
当
日
ま
す
総
会
議
長

　
に
樋
口
克
已
氏
が
選
ば
れ
昭
和
三
十

　
五
年
度
事
業
会
計
報
告
、
昭
和
三
十

　
　
　
リ
シ
ロ
ン
ン
ヤ
じ
も
を
ノ
ノ
ロ
く
ミ

犬
は
つ
な
い
て
飼
い
ま
し
よ
う

§
　
　
葦
」
＼
ノ
毫
ノ
｝
乏

六
年
度
事
業
、
予
算
を
議
決
し
た
後

つ
ヤ
い
て
役
員
改
選
に
移
り
会
長
に

高
橋
信
雄
氏
が
選
出
さ
れ
、
他
の
役

員
の
選
出
は
会
、
長
一
任
、
後
日
指
名

と
し
、
午
後
映
画
鑑
質
し
、
散
会
し

た
。
尚
新
会
、
長
挨
拶
は
上
記
の
と
お

り
’
o

　
　
　
　
ヤ
か
ま
ミ
ノ
ヤ
ぞ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

「
納
税
者
の
声
を

　
聞
く
旬
聞
」

　
六
月
一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
国

税
庁
、
税
務
署
が
中
心
と
な
っ
て

「
納
税
者
の
声
を
き
く
旬
間
」
と
し

て
納
税
者
の
不
平
、
不
満
、
苦
情
意

見
な
ど
を
積
極
的
に
き
＼
ま
し
て
税

務
行
政
改
善
の
資
と
す
る
た
め
各
種

の
催
し
が
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

十
日
町
税
務
署
と
し
て
は
幹
部
職
員

が
納
税
者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
御
意

見
な
ど
を
お
き
き
す
計
画
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
機
会
に
何
で
も
御
遠
慮

な
く
税
務
署
に
お
き
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
＋
日
町
税
務
署
）

　
　
1
伝
染
病
－
i

ム
ワ
年
は
〃
”

　
　
　
集
団
発
生
の
年

　
こ
と
し
は
周
期
的
に
伝
染
病
の
集

団
発
生
の
年
に
あ
た
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
錘
日
の
．
新
聞
も
あ
ち
こ
ち
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
は
幸
い
今
の
処
、
集
団
発

生
と
い
う
事
態
は
出
て
お
り
ま
せ
ん

が
既
に
九
人
の
患
者
が
出
ま
し
た
。

み
ん
な
で
自
分
の
か
＼
っ
た
と
き
の

こ
と
を
考
え
次
の
こ
と
を
励
行
し
予

防
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
。

◇
用
便
後
の
年
洗

◇
用
便
後
に
B
H
C
を
．
便
池
へ
散
布

◇
蝿
、
蚊
鼠
退
治

◇
柱
宅
内
外
の
清
掃
（
特
に
寝
所
下

　
水
）

◇
寝
具
の
日
光
消
毒

昭和56年6月1日とさカ》な第61号（3）
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猷
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　集　編

中部普及所

ム
ハ
月

の
イ
ナ
作

手
入
と
病
虫
害
ー

　
昔
か
ら
苗
代
半
作
、
苗
七
分
作
な

ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
菌
の
出
来
具

合
が
そ
の
年
の
作
柄
を
決
定
す
る
。

今
年
は
近
年
ま
れ
に
み
る
豪
雲
に
よ

り
苗
代
の
播
種
期
が
遅
れ
、
乙
の
分

で
は
田
植
え
も
大
分
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
た
が
、
苗
代
期

間
が
好
天
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
一
部

地
帯
（
立
ち
枯
れ
、
む
れ
苗
、
徒
長

等
苗
代
暉
害
続
出
）
を
除
い
て
は
概

ね
順
調
な
生
育
を
と
げ
る
に
お
よ
ん

ん
で
田
植
え
も
平
年
に
比
較
し
て

二
、
三
日
遅
れ
を
み
た
に
と
ど
ま
っ

た
。
今
後
の
天
候
さ
え
良
け
れ
ば
今

年
も
豊
作
が
期
待
で
き
る
．
以
下
六

月
稲
作
に
つ
い
て
感
ど
こ
ろ
を
述
べ

て
参
考
に
供
し
た
い
．

0
、
用
水
管
理
　
　
　
　
　
鴨

　
田
植
後
、
活
着
す
る
迄
の
一
週
間

は
水
深
を
約
三
寸
位
に
保
ち
、
地
上

部
が
倒
れ
た
り
夏
は
動
揺
す
る
の
を

防
止
す
る
ど
共
に
、
葉
の
蒸
散
作
用

を
制
限
し
植
え
痛
み
を
少
く
し
て
活

着
を
促
す
こ
と
．
活
善
後
は
約
一
寸

内
外
の
浅
水
と
す
る
の
が
良
い
．
常

時
湛
水
は
土
壌
中
に
酸
素
を
不
足
さ

せ
、
徒
長
軟
弱
に
育
つ
だ
け
で
な
く

根
腐
れ
を
起
し
、
根
の
老
朽
化
を
促

す
と
共
に
養
水
分
の
吸
収
を
極
度
に

減
退
さ
せ
る
の
で
よ
く
な
い
。

　
出
来
得
れ
ば
三
日
～
五
肩
ご
と
に

半
日
な
い
し
一
日
間
排
水
し
て
土
壌

へ
の
酸
．
素
の
供
給
を
行
い
た
い
．
冷

水
田
で
は
水
口
の
設
置
に
よ
り
水
温

地
温
の
上
昇
を
計
れ
ば
一
層
効
鼻
．
的

で
あ
る
。

の
、
中
耕
除
草

　
今
年
の
よ
う
に
．
雪
消
え
が
遅
れ
本

田
初
期
の
水
温
の
低
い
年
は
、
活
着

不
良
、
初
期
牛
育
の
不
鰹
全
な
ど
の

理
由
か
ら
稲
の
隼
育
相
が
乱
れ
有
効

茎
歩
合
の
低
下
穂
数
の
減
少
等
に
よ

り
減
収
を
招
き
易
い
。
こ
れ
が
防
止

に
健
苗
育
成
、
浅
植
え
は
勿
論
の
こ

と
、
田
植
後
の
一
番
除
草
を
皐
期
に

実
施
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
第
一
回
中
耕
除
草
は
田
植
え
後
七

日
目
位
の
情
れ
た
日
に
行
い
、
除
草

剤
P
C
P
粒
剤
使
用
の
と
き
は
、
中

耕
終
了
後
二
日
後
に
反
当
三
～
四
キ
。

咳
を
孚
で
均
一
に
散
布
す
る
。
丘
草

は
出
穂
三
十
五
日
前
位
迄
に
は
終
え

る
様
二
し
た
い
。
鍛
後
に
除
草
剤
．
二

四
D
の
使
用
に
つ
6
て
は
、
出
穂
前

三
十
～
三
十
五
日
迄
に
完
全
に
終
え

る
よ
う
に
す
る
。
十
ア
ー
ル
当
り
薬

剤
所
、
夢
並
に
散
布
量
は
次
の
通
り
。

　
二
●
四
C
ソ
ー
ダ
塩
四
〇
～
五
〇

4
、
二
・
四
D
ア
ミ
ン
塩
八
O
～
一

〇
〇
4
、
水
中
二
・
四
D
二
．
五
〇
～

三
〇
〇
屡
を
夫
六
七
〇
～
八
O
脳

（
四
～
六
斗
）
の
水
に
と
か
し
て
散

布
す
る
。
粒
状
二
。
四
D
は
究
・
O

～
三
・
五
キ
島
．
ン
を
散
布
す
る
こ
と
。

◎
、
病
虫
害

①
稲
姫
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

　
苗
代
否
．
防
除
し
た
の
で
、
発
隼
は
少

い
が
六
月
卜
．
旬
気
温
の
低
下
の
際
は

注
意
を
要
す
。
R
P
N
乳
剤
一
〇
〇

　
　
ー
ー
幼
豚

　
　
　
　
　
　
　
飼
調
目

　
親
元
か
ら
離
し
て
（
体
軍
一
ニ
キ
。
y

か
ら
、
そ
の
後
二
ヵ
月
（
体
軍
三
〇
．

キ

。
）
く
ら
い
ま
で
の
幼
年
期
の
豚
の

飼
い
方
が
豚
飼
い
の
成
功
、
不
成
功

の
わ
か
れ
道
に
な
る
の
で
、
チ
、
の
カ

ナ
メ
を
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

一
、
目
方
を
は
か
る

　
　
一
週
間
後
、
導
入
さ
れ
た
時
の
体

重
よ
り
少
し
で
も
増
量
し
て
お
れ
ば

｝
ま
す
成
功
と
み
て
よ
い
。

一
一
、
定
量
給
与

　
エ
サ
は
、
給
与
後
十
分
位
い
で
食

い
終
る
程
度
が
適
量
で
、
一
日
の
給

与
量
は
、
風
乾
濃
厚
飼
料
で
体
軍
の

一五
～
五
・
五
％
量
で
、
こ
れ
を
四
回

｝
に
令
け
て
や
る
。
へ
，
」
も
類
は
こ
の
三

一
～
三
・
五
倍
の
量
と
な
る
。

O
倍
液
叉
は
粉
剤
三
～
四
キ
ロ
、
デ
ル

ド
リ
ン
粉
剤
三
～
四
♂
を
夫
六
．
反
当

り
散
布
す
る
。

②
二
化
メ
イ
虫

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
化
期
（
六

月
中
下
旬
）
の
防
除
を
徹
底
的
に
行

い
た
い
．
ホ
リ
ド
ー
ル
．
、
E
P
N
粉

剤
を
反
当
三
♂
、
ホ
リ
ド
墨
ル
乳
剤

一
一
〇
〇
〇
倍
液
K
P
N
乳
剤
一
五
〇

〇
…
微
液
を
一
反
W
蹴
四
～
六
斗
故
布
芽
9
■

一
る
・

　
既
に
一
部
発
生
．
が
認
め
ら
れ
る
。

．
中
間
施
把
こ
充
分
濡
意
し
よ
う
。
水

露
剤
鰍
三
●
肇
幣
亥
㌦

の期
力1

五
、
青
草
¢
給
与
　
　
　
　
｝
七
、
運
動
は
充
分
に
行
う

や
わ
ら
か
い
草
な
ら
、
食
べ
る
だ
↑
八
、
親
か
ら
離
し
て
十
～
十

け
給
与
、
つ
る
。
毎
自
一
〇
瞬
讐
蒔
一
　
五
日
過
ず
た
ら
必
ず
駆
虫

頃、

に
オ
ヤ
ソ
と
し
て
豚
舎
に
投
入
し
㎜
　
薬
を

て
や
る
。
ラ
ジ
ノ
ク
ロ
ー
バ
、
レ
辺
九
、
仔
豚
の
下
痢
は
一
日
絶

ゲ
、
廿
薯
つ
る
、
ハ
コ
ベ
な
ど
が
よ
㎜
食

い
青
草
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
消
化
し
や
す
い
飼
料
を
、
平
常
の
三

六
、
無
機
成
分
の
補
給
　
奢
一
く
ら
い
か
亀
め
、
責
く

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
は
、
炭
カ
ル
墜
婆
も
と
に
も
ど
す
．

・
五
％
、
、
痩
塩
は
O
・
五
％
内
外
。

　
　
　
　
ナ
メ

三
、
美
食
を
与
え
る
こ
と

　
幼
豚
に
は
特
に
螢
臼
質
飼
料
が
霊

要
。
同
じ
蛋
臼
、
で
も
、
植
物
蚤
臼
よ

り
動
物
蛋
臼
が
よ
く
、
せ
め
て
幼
年

期
時
代
だ
け
で
、
も
β
質
の
魚
粉
、
魚

の
ア
ラ
の
・
．
ぴ
く
煮
熟
し
た
も
の
．
万
杢

は
．
蚕
桶
な
ど
給
与
飼
料
の
二
〇
％
配

合
を
給
与
す
る
こ
と
。

甲
の
い
…

…
月
さ
”

㎜
6
そ
…

心
ゆ
る
せ
ぬ
管
理

つ
ゆ
時
の
エ
キ
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

四
、
給
与
飼
料
は
カ
ズ
多
く
一
①
土
の
中
に
ひ
そ
、
み
冬
を
越
す

　
の
配
A
・

　
幼
豚
時
代
は
出
来
る
だ
け
多
く
の

補
類
の
配
合
が
よ
く
、
昂
近
は
仔
豚

用
の
完
全
配
令
飼
料
が
売
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
に
イ
モ
類
を
半
量
程

配
合
す
る
こ
と
が
経
、
雷
的
で
、
幼
年

期
の
イ
モ
類
ぱ
煮
で
、
や
る
こ
ご
ツ
よ

い
。

　
エ
キ
病
は
い
ろ
ん
だ
ソ
サ
イ
に
発
一

盤
ず
る
。
一
．
穂
の
カ
ビ
／
、
c
、
あ
（
て
、

湿
気
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
活
動
が
で

き
な
い
。
主
に
湿
気
の
．
と
こ
ろ
ノ
．
c
、
増

え
、
水
に
よ
コ
て
伝
染
す
る
。
こ
の
一

一
、
灼
気
は
一
、
冠
年
と
．
！
、
に
多
！
＼
な
り
、
バ

レ
イ
シ
ョ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
を
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
ソ
サ
イ
を
お
か
す
。

季
候
的
に
み
る
と
、
瓠
温
が
二
士
度

C
内
外
で
曇
天
ま
た
は
小
雨
が
続
い

て
湿
度
が
高
い
と
多
ぐ
発
牛
す
る
。

ま
す
、
エ
キ
病
の
偉
質
を
頭
に
お
き

た
い
。

②
水
に
よ
っ
て
伝
染
す
る

④
雨
が
降
る
と
活
動
し
．
湿
気
の
多

　
い
と
き
ほ
ど
病
勢
が
ひ
ど
い

◎
エ
キ
病
防
除
の
か
な
め

　
薯
の
エ
キ
病
は
一
晩
で
襲
う
こ
と

も
あ
り
油
断
が
な
ら
な
い
。
そ
望
、
｝

治
療
で
な
！
予
防
、
’
“
・
の
ぞ
む
乙
と
二

そ
肝
要
だ
。

σ
に
敷
ワ
ラ
を
厚
く
例
っ
て
土
の

弛困が

泥
と
一
緒
に
ハ
・
不
て
“
某
に
つ
か

な
い
よ
う
に
す
る
。

㊥
に
排
水
を
よ
く
す
る
。
｝
群
一
や
水
γ

た
ま
り
は
、
菌
の
よ
い
遊
園
地
で
あ

一
る
。

㊦
に
被
週
口
茎
葉
や
艮
実
を
畑
に
残

さ
な
い
。
土
中
に
深
く
埋
め
る
か
堆

肥
に
積
ん
で
．
熟
さ
す
か
、
燐
く
の
も

よ
い
。

◎
に
最
後
の
方
法
と
し
て
薬
剤
を

用
い
る
。
こ
の
屑
外
、
効
．
果
を
・
あ
け
る

一
に
は
、

　
脚
回
撒
布
…
開
花
期

二
回
撒
布
…
着
蕾
開
花
期

三
回
撒
布
…
着
蕾
期
開
花
期

　
　
　
　
　
　
花
の
終
る
こ
ろ

◎
薬
剤
の
種
類
と
濃
度

　
四
斗
式
石
灰
等
量
ボ
ル
ド
ー
、
鋼

水
銀
契
剤
、
銅
水
銀
β
い
「
剤
、
ト
リ
ァ

．
ソ
ン
占
．
、
し
、
、
液
剤
㌦
．
凸
反
藍
⇔
二
石
二

展
着
剤
を
加
え
る
。
齢
剤
は
一
〇
ア

ー
ル
当
り
四
キ
ロ
、
撒
布
す
る
と
き
は

葉
の
表
裏
に
充
分
か
け
る
と
と
も
に

株
の
肺
際
附
近
に
む
入
る
の
で
、
晴

れ
間
を
み
て
追
込
み
を
か
け
る
。

　
A
ツ
月
の
お
天
気

　
お
天
気
も
、
い
よ
く
今
月
か
ら

ッ
ユ
に
入
る
わ
け
で
す
が
、
命
年
の

雨
は
男
帷
型
で
、
ひ
ど
く
降
っ
た
り

晴
れ
た
り
、
仲
汝
変
化
が
あ
り
そ
う

で
す
。

　
ッ
ユ
の
入
り
は
、
平
琿
並
で
、
気
温

は
時
六
低
目
に
な
る
．
℃
し
よ
う
が
、

二
〇
日
す
ぎ
が
頃
に
は
ツ
ユ
の
中
休

み
が
あ
っ
て
、
お
天
気
の
良
い
期
間

が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
女
、
月
末
に
は
か
な
り
の
雨
が
降

る
処
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
月

を
通
じ
で
、
の
平
年
気
湿
》
一
雨
景
は
一
平

年
並
で
日
照
は
多
少
多
い
見
込
み
で
．

すF。

図
書
紹
介

　
農
業
改
良
普
及
所
に
は
左
記
の
経

営
近
代
化
に
必
要
な
優
感
図
馨
を
備

え
て
あ
り
ま
す
。
希
銀
者
は
普
及

所
、
反
は
普
及
員
に
御
述
絡
下
さ
い

一
、
水
稲
品
純
解
説
　
　
一
二
〇
円

二
、
阜
植
、
早
期
織
塔
　
一
九
〇
円

三
、
も
う
か
る
和
牛
肥
育
二
〇
〇
円

四
、
デ
ン
マ
ー
ク
式
養
豚
二
〇
〇
円

五
、
豚
の
飼
い
方
　
　
　
一
〇
〇
円

六
、
十
万
円
畜
産
　
　
　
　
八
O
円

七
、
葉
菜
栽
培
の
技
術
　
三
三
〇
円

八
、
こ
れ
か
わ
の
イ
チ
ゴ
律
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
円

ル
筆
’
訴
謬
曼
冑


